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平
成
平
成
2727
年
度
年
度

　
　
　

６
月
定
例
議
会

　
　
　

６
月
定
例
議
会

議　

案
・
行
政
報
告

専
決
処
分
と
は
、

　

地
方
公
共
団
体
の
議
会
が

議
決
ま
た
は
決
定
す
べ
き
事

項
を
、
招
集
す
る
時
間
が
な

い
ほ
ど
緊
急
を
要
す
る
と
き
、

ま
た
は
、議
会
が
成
立
し
な
い

と
き
に
限
り
地
方
公
共
団
体

の
長
が
議
会
に
代
わ
っ
て
処

理
す
る
こ
と
。

　

６
月
定
例
議
会
は
６
月
17
日

か
ら
25
日
ま
で
の
９
日
間
で
開

か
れ
、
専
決
処
分
の
承
認
並
び

に
条
例
制
定
３
件
報
告
３
件
お

よ
び
追
加
議
案
１
件
が
提
案
さ

れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
説
明
に
先
立
ち
、
３
月

定
例
議
会
以
降
の
行
政
の
施
行

状
況
等
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

第
１
は
、
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
の
供
用
開
始
に
つ
い
て
、
３

月
16
日
に
本
体
工
事
が
完
了

し
、
周
辺
工
事
も
３
月
末
に
完

成
し
ま
し
た
。
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
及
び
図
書
館
は
、
５
月
１

日
よ
り
供
用
開
始
と
な
り
連
日

多
く
の
来
館
者
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。
今
後
は
、上
関
町
の
文
化

交
流
や
生
涯
学
習
な
ど
の
拠
点

施
設
と
し
て
大
い
に
活
用
し
て

い
た
だ
き
、
町
民
の
皆
様
方
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
関

係
者
一
同
、
鋭
意
努
め
て
参
る

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
町
民
の

皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

第
２
に
山
口
県
総
合
防
災
訓

練
に
伴
う
避
難
訓
練
の
実
施
に

つ
い
て
、
去
る
６
月
７
日
（
日
）

に
柳
井
管
区
で
開
催
さ
れ
、
上

関
町
災
害
対
策
本
部
の
設
置
・

運
営
訓
練
、
並
び
に
住
民
参
加

型
訓
練
と
し
て
広
報
お
よ
び
避

難
訓
練
を
上
関
、
室
津
地
区
で

実
施
し
ま
し
た
。
避
難
場
所
に

は
合
計
で
１
９
２
人
が
避
難
さ

れ
ま
し
た
。
避
難
経
路
・
避
難
場

所
の
確
認
、
防
災
意
識
の
高
揚

な
ど
一
応
の
成
果
は
あ
っ
た
も

の
の
、
訓
練
の
成
果
、
反
省
点

を
改
め
て
検
証
し
ま
し
た
。
迅

速
な
対
応
が
可
能
に
な
る
よ
う

全
職
員
が
災
害
を
意
識
し
な
が

ら
、
避
難
体
制
の
確
立
に
向
け

鋭
意
努
め
て
い
く
と
の
報
告
が

あ
り
、
防
災
訓
練
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
ま
す
。

用
語
解
説

○上関町税賦課徴収条例等の一部改正をする条例
　1. 番号法施行に伴う個人番号及び法人番号の規定の
　　整備
　2. 法人税法改正に伴う所要の措置
　3. 所得税の国外転出時課税の創設に伴う住民税所得
　　割計算の改正
　4. 固定資産税及び軽自動車税の減免申請書提出期限
　　の改正
　5. 住宅借入金等特別税額控除の適用期限 2年間延長
　6. ふるさと納税の申告特例（ワンストップ特例制度）
　7. 土地に対して課する固定資産税の特例の対応年度
　　の改正
　8. 軽自動車税の燃費性能に応じたグリーン特例減税
　9. たばこ税率特例（3級たばこ税）の廃止
　10. 軽自動車税（2輪車）に係る増税の適用開始時期の
　　1年間延長

専決処分の承認について
○山口県市町総合事務組合の共同処理する事務及び規
約の変更について
　事務を共同処理する団体に柳井市を追加する
○過疎地域内等における固定資産税の特例に関する条
例の一部を改正する条例
　製造業者及び旅館業者の新設及び増設した場合の固
定資産税を減額する条例の適用を２年間延長する改正
○「上関町国民健康保険税条例」の一部を改正する条例
　国民健康保険法の改正に伴い、国民健康保険税の上限
を改正

条例の一部を改正する条例の制定
○上関町支所設置条例の一部を改正する条例
　室津支所の総合文化センター移転に伴う、番地の変更
○上関町基金設置条例の一部を改正する条例の制定
　原子力発電施設等立地地域特別交付金の財源により
整備される施設が完了したため
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平
成
26
年
度

 
一
般
会
計
・
特
別
会
計

                

補
正
予
算

上
関
町
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

○ 

平
成
26
年
度
上
関
町
土
地
開

発
公
社
の
決
算
お
よ
び
業
務

等
の
報
告

○ 

第
５
期
一
般
財
団
法
人
な
ご

み
の
事
業
計
画
の
報
告

○ 

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

つ
い
て
（
下
表
１
）

室津地区定住促進住宅新築工事（下表２）

◆
上
関
風
力
発
電
事
業
に
関
す

る
陳
情

木
藤
正
司

◆
「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
等

を
容
認
す
る
閣
議
決
定
を
撤
回

し
、
関
連
法
律
の
改
正
等
を
行

な
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
」
の
提
出
に
関
す
る
要
請

村
上
雄
一

山
口
県
労
働
組
合
総
連
合

議
長　

藤
永
佳
久

山
口
県
公
務
・
公
共
業
務
労
働

組
合
共
闘
会
議議

長　

山
本
祐
三

◆
上
盛
山
一
帯
の
整
備
に
つ
い

て
の
要
望
書

　

上
関
町
商
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事　

柏
田
真
一

　

上
関
町
建
設
業
協
同
組
合

理
事
長　

岩
木
盛
夫

　

上
関
町
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　

連
絡
協
議
会

代
表
幹
事
代
行　

藤
井
快
宏

　

上
関
町
商
工
会会長　

濵
田
憲
昭

報　
　

告

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
お
よ

び
特
別
会
計
の
４
会
計
に
つ
い

て
年
度
末
に
お
い
て
精
算
を
必

要
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
３
月

31
日
を
も
っ
て
専
決
に
よ
り
補

正
し
た
も
の
。
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
は
、
補
正
額
と

し
て
８
３
２
万
４
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
45
億
２
千
５

４
０
万
９
千
円
と
し
た
も
の
。

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

祝
島
漁
港
機
能
保
全
工
事
・

室
津
地
区
定
住
促
進
住
宅
新
築

工
事
（
下
表
２
）

追
加
議
案

款
項 事業名 金　額 翌年度

繰越額

左の特定財源
既 収 入
特定財源

未 収 入
特 定 財 源 一 般 財 源

総 務 費
総務管理費

地方創生関連事業費
（ 地 域 消 費 喚 起
・ 生 活 支 援 型 ）

9,532,000 9,532,000 国  8,947,000 585,000

地方創生関連事業費
（ 地 方 創 生 先 行 型 ） 36,261,000 36,261,000 国 32,119,000 4,142,000

農林水産業費
水 産 業 費

漁港水産物供給基盤
機 能 保 全 事 業 42,518,000 42,517,680

42,458,840
県 21,258,840
地 21,200,000

58,840

計 3 件 88,311,000 88,310,680 83,524,840 4,785,840

祝島港機能保全工事（下表２）

　

要
望
・
陳
情

　
　
　

お
よ
び
要
請

◆
要
望
書

上
関
町
農
業
委
員
の
改
選
に
際

し
、
議
会
推
薦
の
選
任
委
員
と

し
て
女
性
農
業
者
の
登
用
に
つ

い
て

上
関
町
の
農
山
漁
村
女
性
団
体

代
表　

岩
木
和
美

◆
上
盛
山
花
木
公
園
整
備
事
業

の
早
期
実
現
の
要
望

　

上
関
町
観
光
協
会

会
長　

嶋
尾
忠
宏

◆
海
を
利
用
し
た
町
づ
く
り
に

関
す
る
要
望
書

　

上
関
町
商
工
会会長　

濵
田
憲
昭

　

議
会
推
薦
の
農
業
委
員
と
し

て
推
薦

亀
山　

京
子
さ
ん

沖
田　

浪
子
さ
ん

平成 26年度上関町繰越明許費繰越計算書（下表 1） （単位：円）

　

上
関
議
会
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
の
制
定

　

社
会
情
勢
な
ど
を
勘
案
し
、

出
産
の
場
合
の
欠
席
の
届
け
出

に
つ
い
て
新
た
に
規
定
す
る
た

め
。 議

員
提
出
議
案

平成 27年度施工箇所

平成 27年度施工箇所
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志田サロン

　

離
島
の
祝
島
は
、
高
齢
化
し

た
多
く
の
島
民
の
生
活
維
持
が

喫
緊
の
課
題
。
数
は
少
な
い
に

し
て
も
中
高
年
で
親
の
世
話
を

す
る
た
め
の
帰
島
者
は
地
域
の

力
を
支
え
る
役
も
果
た
し
て
く

れ
る
し
、
本
当
に
歓
迎
す
る
。

今
後
、
要
支
援
・
要
介
護
者
の

施
設
利
用
が
厳
し
く
な
り
、
代

価
措
置
の
病
院
入
院
は
国
が
ベ

ッ
ド
数
削
減
を
打
ち
出
し
て
い

る
。
離
島
で
は
、
医
師
の
存
在

と
介
護
関
係
の
島
外
支
援
が
必

要
だ
。

　答 島民の要望を聞きながら進めていく

地域力維持と医療介護問題地域力維持と医療介護問題

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　

医
療
・
介
護
職
員
な
ど
の
確

保
が
厳
し
い
離
島
に
お
い
て
、

職
員
を
本
土
か
ら
派
遣
す
る
た

め
に
は
、
定
期
船
の
既
存
航
路

の
時
間
な
ど
を
考
え
、
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
航
路
問
題
に
つ
い

て
も
検
討
協
議
す
る
べ
き
と
思

う
。
地
域
で
要
援
護
高
齢
者
を

支
え
住
み
な
れ
た
地
域
で
の
生

活
が
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
医

療
、
介
護
、
予
防
、
生
活
支
援

体
制
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に

も
、
島
民
の
要
望
を
聞
き
な
が

ら
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問

　答 人・物・金の流れを実感している

町内各地区に人の流れを町内各地区に人の流れを

　

今
、
室
津
地
区
は
各
種
施
設

の
整
備
で
、
人
の
動
き
も
活
発

に
な
っ
た
。
た
だ
、そ
の
効
果
が

全
町
に
波
及
す
る
か
は
、
今
後

の
課
題
。
未
決
定
な
が
ら
上
盛

山
周
辺
の
整
備
計
画
は
上
盛
山

展
望
台
へ
の
道
路
整
備
と
花
木

公
園
造
成
を
兼
ね
、
経
費
は
風

力
発
電
所
を
建
設
し
、
そ
の
売

電
収
入
で
補
わ
れ
る
と
い
う
極

め
て
合
理
的
計
画
だ
と
思
う
。

室
津
地
区
以
外
へ
の
人
の
流
れ

の
波
及
効
果
も
可
能
に
な
る
の

で
は
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　

私
は
第
１
ス
テ
ー
ジ
で
温
浴

施
設
、道
の
駅
の
整
備
。
第
２
ス

テ
ー
ジ
と
し
て
上
盛
山
を
中
心

と
す
る
事
業
計
画
、
さ
ら
に
次

の
ス
テ
ー
ジ
で
離
島
の
持
つ
魅

力
を
高
め
る
施
設
に
力
を
入
れ

て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
総
合
的
な
取
り
組
み
を
実
施

し
、
人
の
流
れ
を
起
こ
し
町
全

体
に
活
気
が
広
が
る
よ
う
、
ま

た
「
花
咲
く
海
の
町
上
関
」
と

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
町
づ

く
り
を
目
指
す
べ
き
だ
と
考
え

る
。

質
問

山
戸　

貞
夫 

議
員

聞聞聞聞

ののの
こここ
ここここ
ががががががががががががが

ききききききききき
たたたたたたたたたたた
いいいいい

こ
こ
が

き
た
い

の
こ
こ
が

き
た
い

の
こ
こ
が

き
た
い

町町町
政政政
町
政
町
政
町
政

総合文化センター・上関海峡
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本
町
は
、
瀬
戸
内
海
国
立
公

園
に
指
定
さ
れ
た
美
し
い
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
、
歴
史
・
文
化

な
ど
の
資
源
も
豊
富
で
魅
力
あ

る
町
。
祝
島
で
は
自
給
自
足
に

挑
戦
し
、
そ
の
取
り
組
み
に
関

心
を
持
ち
、
島
に
定
期
的
に
訪

れ
る
方
た
ち
が
増
え
、「
自
然
体

験
型
の
観
光
」
に
な
る
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
。
町
内
全
地
域

の
隠
れ
た
資
源
の
調
査
や
掘
り

起
こ
し
を
再
度
行
い
、
観
光
振

興
に
つ
な
げ
る
作
業
を
早
急
に

取
り
組
ん
で
み
て
は
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　

町
の
観
光
資
源
の
魅
力
を
直

視
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
ル
ー

ト
の
開
発
、
効
果
的
な
情
報
発

信
に
よ
り
町
内
各
地
域
へ
の
回

遊
性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
必

要
。
行
政
と
観
光
協
会
と
共
に

知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。
限
ら
れ
た
財
源

の
中
、
今
後
は
観
光
産
業
に
十

分
力
を
入
れ
、
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
、
地

域
の
特
性
を
生
か
す
た
め
の
体

制
づ
く
り
も
必
要
だ
と
思
う
。

　答 行政と観光協会と共に知恵を出し合っていく

地域の資源や魅力を生かした取り組みを地域の資源や魅力を生かした取り組みを

質
問

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
や
景
気

の
低
迷
な
ど
の
影
響
に
伴
い
、

空
き
家
が
増
加
の
傾
向
に
あ

る
。
本
町
も
最
近
、空
き
家
の
解

体
が
頻
繁
に
み
ら
れ
る
が
、
中

に
は
手
を
加
え
る
と
使
用
で
き

る
家
も
あ
る
。
住
宅
不
足
の
町

と
し
て
有
効
活
用
で
き
な
い
か

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え

ば
、
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
の
修

理
費
用
の
助
成
制
度
を
つ
く
る

な
ど
、
空
き
家
対
策
に
積
極
的

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
町
の
姿
勢
を
問
う

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　

ま
ず
状
況
の
実
態
把
握
が
第

一
と
考
え
、
空
き
家
等
情
報
抽

出
事
業
に
よ
り
、
現
地
で
習
得

し
た
情
報
を
地
図
シ
ス
テ
ム
に

入
力
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し

て
台
帳
整
備
を
進
め
て
い
る
。

空
き
家
台
帳
を
ベ
ー
ス
と
し
て

町
内
空
き
家
状
況
の
把
握
に
努

め
、
有
効
活
用
で
き
る
も
の
は

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
理
解
し

て
い
た
だ
い
て
情
報
提
供
に
活

用
す
る
。
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
な

ど
に
つ
い
て
は
、
内
容
を
精
査

し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　答 状況の把握に努め、有効活用していく

空き家対策の取り組みは空き家対策の取り組みは

質
問

リフォーム中の空き家

清
水　

敏
保 

議
員

自給自足に挑戦する若者たち（祝島）
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岩
木　

和
美 

議
員

　

上
関
城
山
歴
史
公
園
の
河
津

ざ
く
ら
ま
つ
り
は
、
年
々
と
賑

わ
い
を
増
し
、
町
民
も
飲
食
等

の
販
売
を
通
し
て
、
訪
れ
て
下

さ
る
人
た
ち
に
「
お
も
て
な
し

の
心
」
で
交
流
を
深
め
て
い
る
。

　

現
在
も「
鳩
子
の
湯
」道
の
駅

「
上
関
海
峡
」
の
行
き
帰
り
に
観

光
客
が
来
ら
れ
て
い
る
。

　

遊
歩
道
沿
い
に
は
ア
ジ
サ
イ

の
花
が
咲
き
、
海
が
見
渡
せ

る
休
憩
所
も
あ
る
。
環
境
を
整

備
し
て
、
一
年
間
を
通
し
た
観

光
地
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

　

城
山
歴
史
公
園
の
管
理
は
、

業
者
に
委
託
し
て
い
る
が
、
教

育
委
員
会
の
職
員
も
草
刈
り
な

ど
の
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

四
季
を
通
じ
て
町
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
の
施
設
と
な
る
よ

う
管
理
運
営
を
今
後
も
行
っ
て

い
き
た
い
。「
鳩
子
の
湯
」
道
の

駅
「
上
関
海
峡
」
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
、
観
光
資
源
と
し
て
の
活

用
に
つ
い
て
も
関
係
機
関
と
相

談
し
、
町
内
外
の
皆
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
公
園
と
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　答 四季を通じて、管理保管を行なっていきたい

上関城山歴史公園を年間を通しての憩いの場に上関城山歴史公園を年間を通しての憩いの場に

質
問

ボランティアによる草刈り作業（上関城山歴史公園）

江津高野山風力発電所（島根県）

　

昨
年
、
町
よ
り
上
盛
山
付
近

で
の
風
力
発
電
計
画
が
提
案
さ

れ
、
議
会
で
は
先
進
地
視
察
や

全
員
協
議
会
な
ど
で
検
討
を
重

ね
て
き
た
。
視
察
な
ど
で
分
か

っ
た
こ
と
は
、
風
車
の
土
台
や

作
業
ス
ペ
ー
ス
に
か
な
り
の
面

積
が
必
要
と
な
る
。
上
盛
山
の

尾
根
は
細
く
て
狭
い
、
山
を
切

り
取
り
巨
大
な
タ
ワ
ー
が
立
つ

と
山
頂
か
ら
の
景
観
は
破
壊
さ

れ
、
本
町
の
観
光
振
興
に
大
き

な
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
。
他
の
立

地
場
所
は
考
え
ら
れ
な
い
の

か
。

　答 上盛山付近が適地

風力発電は上盛山以外の選択肢はないのか風力発電は上盛山以外の選択肢はないのか

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
行
政
法
人
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
産
業
技
術
総
合
開
発

機
構
）
が
公
開
す
る
風
況
マ
ッ

プ
に
基
づ
く
と
、
風
力
発
電
に

適
し
た
場
所
と
し
て
町
内
で
は

上
盛
山
、
祝
島
、
皇
座
山
が
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
祝
島
は
離
島
で

あ
り
、
皇
座
山
の
山
頂
は
瀬
戸

内
海
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
、

そ
の
区
域
内
で
の
風
車
の
設
置

は
難
し
い
。
ま
た
売
電
収
入
や

観
光
振
興
と
セ
ッ
ト
と
な
っ
た

道
路
整
備
を
目
的
と
し
て
い
る

の
で
、
上
盛
山
が
適
地
で
あ
る
。

河
村　

満
生 

議
員

質
問
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第 23回世界スカウトジャンボリー第 23回世界スカウトジャンボリー731／
（金） in かみのせきin かみのせき

＊地域プログラムのご紹介＊＊地域プログラムのご紹介＊
この夏、世界が山口にやってくる！！上関町にもやってくる！！この夏、世界が山口にやってくる！！上関町にもやってくる！！

山口市阿知須きらら浜で開催される世界スカウトジャンボリーでは、
１６２の国と地域から約３万人のスカウトが集まります。

そのうち、約８０名のスカウトが７月３１日に上関町を訪問する予定です。
またとないこの機会に、上関町で交流を深めましょう！

歓迎セレモニー
10:00 ～

上関小中学校体育館

きらら浜からやってくるスカウトたちをお出迎え
　＊上関町長あいさつ
　＊上関町の紹介
　＊児童代表あいさつ

学校訪問
10:30 ～

上関小中学校体育館

　＊水軍太鼓の演奏披露・体験
　＊日本文化ワークショップ　書道、日本の遊びなどブースで体験活動
　＊みんなで歌おう♬「上を向いて歩こう」
　＊生徒代表あいさつ
　＊記念撮影

地域見学＆住民参加イベント
13:00 ～

上関町総合文化センター

　＊旅客船 ｢いわい ｣で海から上関町を見学（協力：上関航運）
　＊みこし作り（協力：地域の皆さん）
　　 お神輿を見るのも初めて！かつぐのも初めて！ そんなスカウトたちと一緒に神輿をつくります！
　＊道の駅散策（神輿作りが終わりスカウトが出発する 15時までの間）
　＊かき氷や綿あめなどもあります！（協力：社協）
　地域の皆さんの参加・協力をお待ちしております！

地域プログラム：上関町教育委員会　℡ 0820-62-1460（総合文化センター）
ジャンボリーフェスタ出展：上関町産業観光課　℡ 0820-62-0360問い合せ先

開催日時 2015年10月4日（日）【申し込み締切】9月13日（日）

ロングライドコース（160km）
中学生以上、大会規則・交通規則・マナーを遵守できる者、誓約書の内容を了承した者。
9,000円（消費税込み、障害保険料含む）
※申込後の取り消しおよび荒天による大会中止については参加費の返金はいたしませんのでご了承ください。

インターネットのみ。スポーツエントリーかＪＴＢスポーツステーション。
【大会公式ＨＰ】http://www.southernseto-longride.jp/
1,000人（定員になり次第、受付を終了いたします）
9月13日（日）まで

開催場所 山口県柳井市～周防大島町、上関町、田布施町、平生町（メイン会場：ウェルネスパーク）

距　　離
参加資格
参 加 費

申し込み方法

募集人員
募集申込期間

主催 /サザンセト・ロングライド in やまぐち実行委員会（サザンセト1市4町、柳井商工会議所、スポーツニッポン新聞社、JTB中国四国ほか）

10 4／
（日）
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■
発
行
責
任
者
／
議
会
議
長
　
西
　
哲
夫

　
〒
742-1402　

山
口
県
熊
毛
郡
上
関
町
大
字
長
島
503

　
TEL 0820-62-0364　

FAX 0820-62-0783

　■
編
　
集
／
議
会
広
報
広
聴
調
査
特
別
委
員
会
　

■
印
刷
所
／
中
村
印
刷
株
式
会
社

　

７
月
６
日
に
山
口
県
が
２

０
１
４
年
の
観
光
客
数
を
発

表
し
ま
し
た
。
上
関
町
は
、
前

年
よ
り
２
万
４
千
１
８
４
人

増
で
18
万
29
人
で
し
た
。「
鳩

子
の
湯
」「
上
関
海
峡
」へ
の
来

客
者
、「
河
津
桜
ま
つ
り
」
の

観
光
客
の
増
に
よ
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
と
て
も
喜
ば
し

い
こ
と
で
す
。

　

今
年
は
、「
世
界
ス
カ
ウ
ト

ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
」「
サ
ザ
ン
セ

ト
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
」「
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！
山

口
」
が
上
関
町
で
も
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

初
め
て
上
関
町
に
来
ら
れ

る
人
た
ち
も
多
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
来
町
さ
れ
た
皆
さ
ん

に
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
町
民
全
員
が

「
お
も
て
な
し
の
心
」
で
お
迎

え
し
た
い
も
の
で
す
。

編

集

後

記

委
員
長　

岩
木　

和
美

副
委
員
長　

嶋
尾　

忠
宏

委　

員　

海
下
竜
一
郎

　

〃　
　

河
村　

満
生

　

〃　
　

清
水　

敏
保

議会広報広聴特別委員会

議会議員一同議会議員一同

暑中お見舞い申しあげます暑中お見舞い申しあげます

ねんりんピックおいでませ！山口 2015ねんりんピックおいでませ！山口 2015
ねんりんピックとは
「ねんりんピック」の愛称で親しまれている「全国健康福祉祭」は、６０歳以上の
方を中心として、あらゆる世代の人たちが楽しみ、交流を深めることができるスポ
ーツと文化の祭典です。
１０月１７日 ( 土 ) から２０日 ( 火 ) の４日間、山口県で『ねんりんピックおいで
ませ！山口 2015』が開催され、上関町においても、１８日 ( 日 ) にウォークラリー
（一般の部）の交流大会を開催します。

ウォークラリーとは
ウォークラリーは、コース図に従って、課題（途中で設定されたチェックポイントや観察ゾーン
で出題）を解決しながらグループ（１チーム３～５人）で歩き、時間得点と課題得点の合計点で
競うゲームです。
ウォークラリーは、レースとは違い速さを競うものではなく、地域の文化、歴史や自然にふれな
がら、仲間とコミュニケーションがはかれる野外ゲームです。

参加者募集
期　　日　　平成２７年１０月１８日（日）8：50 ～ 14：30 予定
会　　場　　上関町総合文化センター
参加要件　　事前に３～５人のグループを作って申し込んでください。
　　　　　　年齢制限はなし。ただし小学生以下は、保護者同伴とします。
参 加 費　　一人５００円
定　　員　　１００名予定　　７月３１日 ( 金 ) 締切
主　　催　　山口県ウォーキング協会
事 務 局　　上関町保健福祉課社会福祉係　℡ 0820-62-0184　℻   0820-62-1541

参加を希望される方は事務局にご連絡ください。時間等については変更がある場合がございます
のでご了承ください。

1018／
（日）


